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陳 情 の 原 文 

陳情趣旨 

 皆様方の努力もむなしく国の財政状況は芳しくなく、その影響は地方へも及

び、市民生活は長い閉塞感の中にあります。 

 昭和の時代に言われていました少子高齢化、国際化、高度情報化がすっかり

定着し、それに合わせて生き残りをかけ、全知全能を振り絞った政治や経済の

運営がされていることは言を待ちません。 

 本市の財政は潤沢でなく、より一層の行財政改革が必要であると思いますの

で、ぜひ議会自ら範を示し、「隗より始めよ」で陣頭指揮をとっていただき、現

在、２６人の議員定数を改選期ごとに２人ずつ減員して、おおむね人口２０万

人で定数２０人を目指すべきと思います。 

 

陳情事項 

１ 次期改選時までに定数を２人減員し、旧態依然ではない少数精鋭で時代を

先取りした斬新な議会運営を図ること。 


